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  昨年12月12日の漢字の日に，(財)日本漢字能力検定協会が「今年の漢字」として，その年の世相を反映したもっとも応

募数の多い字として発表した字が『変』という字でした。年末の10大ニュースなどをみても，政治や経済状況，世界情勢

の激変や地球温暖化の深刻化などが挙げられていました。まさに，オバマ新アメリカ大統領のchange（変革）に象徴され

る昨今の状況であった（ある）といえます。

  目を転じて教育界をみてみても，第3の教育改革のもと昨年新学習指導要領が示され，新たな教育の方向性のもと小学

校では次年度から移行期に入ります。40年以上ぶりに授業数を増やすことや小学校でも外国語活動が新設されるなど，大

きく変わろうとしています。

『不易と流行』とよく言われますが，教育においても変えてはならないこと（変えるべきではないこと）と，変えなけれ

ばならないこと（変えるべきこと）があると思います。新たな動向の中で，不易と流行をしっかり見極め，教職員が一丸

となって新たなことに勇気を持って挑戦（challenge）していくこと，そしてこの期を今までの旧態依然としてきたこと

を大きく変革する好機(chance)と捉えて，自校にあった独自の教育プランづくりを校長先生の指導の下，教職員の総意で

構築していくことこそが，変革(change)に対応していくことであると思います。

  移行期における教育課程の見直しはすでに完成を見ているところであると思いますが，小学校であれば平成23年度（中

学校では24年度）の完全実施に向けて，目先の手直しや修正だけではなく，自校がどのような教育活動を展開していくの

か（展開していくことが望まれているのか）を繰り返し議論し合い，特色ある学校づくりを推進する機会(chance)とした

いものです。

  佐倉市教育センターでは，昨年９月末に学力調査の分析や改善・充実のための手だてを示しました。また教育センター

でこれまでに実施・公表してきた調査結果や以下に示すような本年度事業の中で得られた調査結果（今後随時公表予定）

も各学校のプランづくりの参考にしていただければ幸いです。

　最後になりましたが，この一年間教育センター事業にご理解とご協力をいただきました多くの方々に感謝申し上げます

とともに，今後も佐倉市教育の向上・発展のために，努力していく所存です。

所長　　杉　本　　　勉

21.1.30

―１―

変革(change)の時は，同時に好機(chance)であり，
挑戦(challenge)の時と捉えよう
変革(change)の時は，同時に好機(chance)であり，
挑戦(challenge)の時と捉えよう

《平成２０年度の主な事業》

教職員の意識調査

対象：市内小，中学校教職員
目的：学校職員の意識や実態を調査し，今後の佐倉市教育
　　　の充実，発展に向けた資料を得るとともに，学校職
　　　員自身が自己を見つめる機会とするため。

佐倉学道徳副読本の作成【２年次／4年】

内容：郷土佐倉への愛着を育み，社会に貢献できる人材を
　　　育てるため。佐倉の先覚者の生き方や偉業を学ぶこ
　　　とを通して，学ぶことの大切さと新しいものに積極
　　　的に挑戦しようとする「好学進取」の気風を育てる
　　　ため。先覚者を題材にした道徳の副読本を作成する。

佐倉市学習状況調査

内容：小，中学生の学習意欲及び学習・生活習慣に関する
　　　こと，並びに国語，算数・数学，英語(中のみ)の基
　　　礎学力の状況の分析を行う。

市民の教育に対する意識調査  【1年次／2年】
目的：次期佐倉市教育ビジョンの策定にあたり，佐倉の教
　　　育に対する率直な市民の考えや思い，意見を広く取
　　　り入れ，市民とともに佐倉のあるべき教育の姿を明
　　　らかにするとともに，本調査結果を基にビジョン策
　　　定の基礎資料とするために，調査を行う。

教育相談基礎講座の実施 

対象：教職員                                
目的：教育相談の理論と技法を実践的に学ぶことを通して，
　　　カウンセリングの基礎を身につけ，児童生徒の持つ
　　　さまざまな問題の解決に向けて指導力の向上を図る。

全国学力・学習状況調査の結果分析

全国的な状況との関係において自らの教育及び教育施策の
成果と課題を把握し，その改善を図り，併せて児童生徒一
人一人の学習改善や学習意欲の向上を図るための基礎とな
る分析を行う。
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　　平成20年４月22日に「全国学力・学習状況調査」が実施されました。今回は，B問題（主として「活用」に関する

問題）の結果から，特徴のあるデータの一部を紹介し，今後の学習指導のあり方について述べたいと思います。

言語活動を重視した授業づくりをめざして
「平成20年度　全国学力・学習状況調査」より
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【出題の趣旨】

複数の資料を読み，資料に書かれている情報

の中から必要な内容を選び，伝えたい事柄が，

明確に伝わるように書くことができるか。

【出題の趣旨】

目的に応じて情報を読み取り，分かったこと

や自分の考えを明確に書くことができるか。

小中学校ともに，発達段階に応じて情報の取捨選択，複数の条件に合
わせた表現活動を重視した指導をくり返し行っていくことが必要です。

中学校国語Ｂ

小学校国語Ｂ
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【学習指導のポイント】

○授業の中で関連する複数の情報を比較

　し，共通点と相違点をまとめるなど，

　情報を整理する活動を取り入れる。

○情報を自分の表現に活用する学習の際

　に，視点を明確に指導する。
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　新学習指導要領では，「思考力・判断力・表現力等の育成」や「言語活動の充実」が従前以上に重視されています。一方，児童

生徒質問紙の調査結果では，国語の授業で｢自分の考えを話したり，書いたり，うまく伝わるように話の組み立てを工夫している｣

児童生徒の割合が低く，算数・数学の授業で「学習したことが日常の生活の中で活用できないか考えている」児童生徒の割合が低

いことがわかりました。国語を中心に全ての教科・領域等の指導において，表現力の育成を目指した言語活動を重視した授業づく

りを進めていくことが望まれます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村　隆徳）

佐倉市の正答率

１１.９％

佐倉市の正答率

１８.７％

【出題の趣旨】

与えられた表やグラフを用いて，デー

タでは与えられていない標高に対する

気温を推測する方法を説明することが

できるか。

【出題の趣旨】

示された棒グラフや円グラフを基に，他者

の考えが正しいかどうかを割合の考えを用

いて評価し，その理由を数学的に表現する

ことができるか。

小中学校ともに，計算や与えられた方法で問題を解くだけでなく，自分

の言葉で説明するなどの指導をくり返し行っていくことが必要です。

中学校数学Ｂ

小学校算数Ｂ

【学習指導のポイント】

○与えられた方法を用いるだ

　けでなく，生徒がさまざま

　な解決方法を見いだし，数

　学的に説明する場面を授業

　の中に積極的に取り入れる。

○授業で実際のデータを用い，

　数学の知識技能や見方考え

　方を活用して問題を解決す

　る活動を取り入れる。

事象を数学的に解釈し，

問題解決の方法を筋道

立てて説明することが

不十分である。また，

無解答率も高い。

農業生産額の種類別の

割合のグラフだけを見

て，誤った判断をして

しまっている。

【学習指導のポイント】

○生活の中で用いられたり，他の教科で扱われたりするさまざま

　な数を単位とするグラフを，授業の中で意識的に扱い，単位に

　着目してグラフの学習を積極的に取り入れる。

○比較量の大小は，割合だけでなく基準量と割合の２つによって

　きまることを理解できるよう，ていねいに指導する。



 

 学ぶ喜びと楽しさを知り，自ら進んで活動する児童の育成
   　～郷土の魅力に触れる「佐倉学」を通して～
　　　　　　　　　　　　　　　佐倉市立西志津小学校

「佐倉学」を通して，自ら鍛える力を育む指導のあり方
　　　～佐倉の先覚者や郷土を知る学習を通して～
　　　　　　　　　　　　　　佐倉市立西志津中学校

西志津小中連携と佐倉学
『ふるさと佐倉で学ぶ』

郷土の先覚者に関する指導を系統的に進
化，発展させていくために，小中９か年
の学習カリキュラム「佐倉市郷土の先覚
者に関わる指導計画」を作成しています。

 
「地場産業及び伝統工芸に関する体験
学習プログラム」も小中連携して作成
しています。

　西志津小学校では，自ら進ん

で活動する児童の育成をめざし

て，佐倉の歴史，先覚者，文化，

自然などに触れる活動を指導過

程に位置づけ，効果的に授業に

取り入れています。

　西志津中学校では，「佐倉の先覚
者の生き方に触れることによって，
自主自立の精神が育ち，生涯にわた
って学習し続ける気風を持った生徒
を育成することができる」と考え研
究に取り組んでいます。また「佐倉
学」を通して郷土の魅力を感じさせ
ることにより，郷土を愛する心を育
てようとしています。

　友達と学び合ったり地域の

人々と触れあったりする場を

設定し，積極的に人と関わり

合いながら活動することので

きる授業をしています。

　「佐倉市郷土の先覚者」シリーズをも

とに紙芝居を作成し，読書活動，社会科

や道徳の補助教材として幅広く活用でき

るようにしました。クラス全員で同じ資

料を見ることができ，低学年でも先覚者

に親しみやすくなりました。

学年 先覚者名 教科等 学　習　の　内　容　お　よ　び　め　あ　て 資料等

堀田正睦

土井利勝

堀田正睦

堀田正倫

土井利勝

佐藤泰然

浅井　忠

堀田正倫 社会
・堀田正倫が，佐倉藩最後の藩主とし，少年期よりその重責を
担い、新しい時代の佐倉地方の産業や教育の発展に尽くした人
物であることを理解することができる。

佐藤志津

倉次　亨

堀田正睦

　林　董　　

西村勝三

西村茂樹

堀田正睦

浅井　忠

香取秀真

津田信夫

・西村勝三が，日本で初めて製靴業を取り組み，近代産業の発
展に貢献したことを理解することができる。
・西村茂樹が，日本の道徳教育を広めるため，「日本弘道会」を
設立したことを理解することができる。

中3

・堀田正睦が，幕末期の老中首座として，動乱の日本の舵取り
を的確に行い，開国に導いたことを理解することができる。
・浅井　忠が，近代日本の洋画を代表する人物であることや，現
代の洋画界に大きな影響を残したことを理解することができる。
・香取秀真が，日本の伝統工芸の継承と発展に尽くし，日本金
工界の第一人者となったことを理解させる。
・日本の工芸にヨ－ロッパの考えを取り入れ，近代工芸の発展
に努め金工作家として多くの功績を残したことを理解させる。

佐倉市郷土の
先覚者シリーズ
「堀田正睦」
「浅井　忠」
「香取秀真」
「津田信夫」

総合

中2 

佐倉市郷土の
先覚者シリーズ
「堀田正睦」
「林　董」
「西村勝三」
「西村茂樹」

社会

総合

・幕末の老中として，動乱の日本を開国に導いた堀田正睦を，
当時の国際情勢をふまえて理解することができる。
・林　董が，当時の外交問題を的確に処理し，日英同盟調印を
実現し，日露戦争の勝利に貢献したことを理解することができ
る。

佐倉市郷土の
先覚者シリーズ
「堀田正睦」
「土井利勝」
佐倉学副読本
「ふるさと佐倉
の歴史」

小６
・旧堀田邸，順天堂記念館，城址公園，市立美術館などの見学
を通して，佐倉の発展に尽くした先覚者やその功績について理
解することができる。
・佐倉の発展に尽くした先覚者の生き方に触れ，ふるさと佐倉に
対する誇りや魅力を感じることができる。
　
※全児童が一斉に学習するのではなく，各自の学習テーマとし
て選んだ児童のみが調べ学習を進めていく。

佐倉市郷土の
先覚者シリーズ
「堀田正倫」
「佐藤志津」
「倉次　亨」

総合

中1

佐倉市郷土の
先覚者シリーズ
「堀田正睦」
「堀田正倫」
「土井利勝」
「佐藤泰然」
「浅井　忠」
佐倉学副読本
「ふるさと佐倉
の歴史」

社会

・堀田正睦が，幕末期に老中として西洋の学問を奨励したり，動
乱の日本を開国に導いたりしたことを理解することができる。
・土井利勝が二代将軍秀忠のもとで老中となり佐倉に城を築い
たこと，三代将軍家光を助けて参勤交代や武家諸法度などの
規則を定め，幕府の基礎を固めたことを理解することができる。
・正睦の生き方や「好学進取」の気風および利勝の功績に触
れ，ふるさと佐倉に対する誇りや魅力を感じることができる。

総合

・佐藤志津が，近代日本における女子教育の先駆者として，女
子教育に尽力したことを理解することができる。
・倉次　亨が，佐倉藩の重臣として活躍し，旧藩士の授産のため
に，佐倉の特産品「佐倉茶」を始めたことを理解することができ
る。

学年 施設・事業所 体　験　活　動　の　内　容

ヤマニみそ
・みそ作りの工程を見学する。
・佐倉におけるみそ作りの歴史について話を聞く。

佐倉せんべい
・せんべい作りの工程を見学する。
・創業以来のせんべい作りの歴史などについて話を聞く。

小川園
う゛ぃんける佐倉

・茶畑やお茶作りの工程を見学する。
・倉次亨や佐倉における茶作りの歴史について話を聞く。
・佐倉市の土産品や名産品について話を聞く。

鳥山弓具点
・弓矢作りなどの工程を見学する。
・創業以来の弓矢作りの歴史などについて話を聞く。

木村屋
・蔵六餅などの和菓子作りの工程を見学する。
・創業以来の和菓子作りの歴史などについて話を聞く。

下総組紐
・組紐作りの工程を見学する。
・組紐の歴史や種類などについて話を聞く。

手作り工房さくら
・機織りの実演を見学したり，体験したりする。
・竹細工や彫刻，金工等の工芸品作りの実演を見学する。

夢工場
・佐倉の米粉を使ったパン作りの工程を見学する。
・パン作りへの思いや作り方について話を聞く。

下総組紐
・学校に講師として招聘し，組紐の歴史や種類などについて
話を聞き，レポートを作成する。

小川園（佐倉茶）

・学校に講師として招聘し，倉次亨や佐倉における茶作りの
歴史について話を聞き，レポートを作成する。
・お茶作りの工程の一部を体験する。
・佐倉市の土産品や名産品について話を聞き，店頭に出て
接客体験を行う。

木村屋

・蔵六餅などの和菓子作りの方法についての説明を聞き，
箱作りや袋詰め，箱詰め等の体験を行う。
・創業以来の和菓子作りの歴史などについて話を聞く。
・実際に店頭に出て接客体験を行う。

三谷屋呉服店

・伝統的な和服についての説明を聞き，着付けの仕方を習
う。
・腰紐作りを体験する。
・和服の管理方法や店の清掃等を行い，接客体験を行う。

佐倉煎餅

・せんべい作りの製作工程の説明を聞き，工程に従ってせ
んべい作りを体験する。
・創業以来のせんべい作りの歴史などについて話を聞く。
・接客体験を行う。

鳥山弓具点
・弓矢作りの工程の説明を受け，工程ごとに生徒が分担し
て，製作体験をおこなう。
・創業以来の弓矢作りの歴史などについて話を聞く。

小
６
（
佐
倉
市
探
検
）

中
２
（
職
場
体
験
）

 

　１年生では「佐藤志津｣｢倉次亨」

について班ごとに小テーマを選び，

調べて発表し合いました。

佐倉の伝統産業聞き取り調査

―４―



自ら学び実践する児童「佐倉人気質の育成」

　　～「佐倉学」を通して生きる力を培う～　　　　　　　　佐倉市立根郷小学校

道徳の授業の充実と指導の工夫を通して，生きる力を育む道徳的実践力を高める

　　～人権教育との連動性を深めて～　　　　　　　　　　佐倉市立佐倉東中学校

　「佐倉学で総合単元的道徳学習を展開することにより，自ら

学び実践する佐倉人気質が育ち，よりよく生きることを主体的

に考え実践するだろう」という仮説のもと，総合単元的道徳学

習を構想し授業実践を重ねています。学年ごとの総合単元的道

徳学習指導計画表，佐倉の先人等を教材化した道徳副読資料集

を作成し，教員が自ら佐倉学への研修を深めながら多様な資料

を準備し活用しています。

　人権教育に力を入れている東中では，自校の特徴を踏まえて，

人権に深くかかわる項目を積極的に授業に取り入れることによ

って生徒の人権意識を高めようとしています。重点価値項目を

勘案した年間指導計画を作成し，資料選択と指導方法の工夫を

して生徒の心をゆさぶり，価値の内面化をめざしています。

　道徳の授業と関連させながら，具体的な形で様々な実践の場を

設定し，生徒が自主的に活動することで，道徳的実践力を高める

ことをめざしています。

　また，家庭や地域とのかかわ

りを重視し，児童の話し合いで

策定した「根郷小子ども宣言」

を家庭や地域へ発信したり，

「研究部だより」を発行して啓

発したり，道徳授業参観を行っ

たりしています。さらに，自ら

学び実践しようとする態度を育

てるために基礎学力・学習習慣

の定着に取り組んでいます。

６年生では，１～２学期に「西村茂
樹」「浅井忠」の生き方を学んだ後，
自分自身の生き方を見つめ，将来の
職業観を養うことを目標に，ゲスト
ティーチャーの話を聞いて質問する
授業を行いました。

２年生の道徳授業では，「津田梅子」の生き
方を通して，最後までやりぬこうとする気持
ちを養うことを目標に，紙芝居やＤＶＤを活
用した授業を行いました。

―５―

　役割演技を取り入れるなど，生徒の
素直な気持ちが出せるような授業展開
を考えています。

 

３年生では，「社会貢献」をテーマ

にグループごとに地域の現状や課題

　　　を考え，行動化しています。

プルタブを集めて車いすと交換し福祉

施設に寄贈する活動は約７年に及ぶ福

　　祉委員会の取り組みです

 
道徳授業と行事等との関連

を考慮した年間計画も作成

しています。



―６―

編集後記

再生紙利用

自他のよさに気づき，主体的に活動する子どもの育成

　　～キャリア教育の視点から～　　　　　　　　　　　　　佐倉市立志津小学校

　志津小学校では，主体的に

活動する児童の育成をめざし

て，キャリア教育の視点から，

指導の工夫・改善に努め，一

人一人が生き生きと活躍でき

る場を工夫しています。

『ゆめ・仕事ぴったり体験』報告会

や５年生への発表に向けて，聞き手

によりよく伝えられるよう，グルー

プ内でお互いに意見交換をしました。

　キャリア教育の視点から，ゲスト

ティーチャーとの交流を通して『人

間関係形成能力』を培う授業を展開

しています。

　今回は，２学期に公開研究会を行った市内の小中学校の研究の一端を『“さくら”学びの窓』とし

て紹介させていただきました。紙面が限られていて十分な紹介ができないのが残念ですが，セン

ターだよりをきっかけに，参考にしたいところについて情報を交換し合うことができるとよいと思

います。今回紹介させていただいた学校の研究紀要や指導案等は教育センターの資料室にも保管し

てあります。

　２月１７日（火）１３：３０～１６：３０　佐倉市立美術館で『佐倉市教育センター等報告会』

を実施いたします。どうぞご聴講ください。

　教職員や市民の方々に有用な情報を発信できるよう努めていきますので，今後ともよろしくお願

いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松橋　明子）

夢や希望を育む学習プログラム                    佐倉市立志津小学校

低学年 中学年 高学年

　　　能　力　説　明

な
か
よ
く
し
よ
う

人
間
関
係
形
成
能
力

）

他者の個性を尊重し，
自己の個性を発揮しな
がら，様々な人々とコミュ
ニケーションを図り協力・
協働してものごとに取り
組む。

【自他の理解能力】
あ自己理解を深め他者の多様
な個性を理解し，互いに認め
合うことを大切に行動してい
く能力。

【コミュニケーション能力】
あ集団・組織の中で豊かな人
間関係を築きながら自己の成
長を果たしていく能力。

・友達と仲良く遊び助け合うことが
　できる。
・まわりの人や地域の人に感謝す
　る。

・身近な人にあいさつや返事をす
　る。
・人の話を聞き自分の考えをみん
　なの前で話す。

・自分や友達のよさがわかる。
・自分の生活を支えている人に感
　謝する。

・自ら進んであいさつしようとする。
・人の話を聞き自分の意見や気持
　ちを分かりやすく表現する。
・友達の気持ちや考えを理解しよ
　うとする。

・自分や友達のよさが分かり，互
  いに認め合うことができる。

・誰に対しても気持ちのよいあいさ
　つや返事をする。
・積極的に話し合いに参加し，相
  手の立場を考えた意見交換がで
   きる。

調
べ
よ
う
あ
あ
あ

あ
つ
め
よ
う

（

（

情
報
活
用
能
力
）

（

学ぶこと，働くことの意
義や役割及びその多様
性を理解し，幅広く情報
を活用して自己の進路
や生き方選択に生かす。

【情報収集・探索機能】
あ地域の人々の所へ出かけて
いき，その人の仕事や生き方
について取材をすると共に情
報を活用して自己の進路や生
き方を考えていく能力。

【職業理解能力】
あ様々な見学や体験を通して
働くことの意義を考えていこ
うとする能力。

・働く人々の様子が分かり，興味・
　関心をもつ。

・係や当番活動の内容について調
　べる。

・色々な職業があることがわかる。
・わからないことを，図鑑などで調
　べたり質問したりする。

・係や当番活動に積極的に関わ
　る。

・自分に必要な情報を集めること
　ができる。

・働くことの大切さや素晴らしさが
　わかる。

ゆ
め
を
も
と
う

将
来
設
計
能
力
）

夢や希望を持って将
来の生き方や生活を考
え，社会の現実をふまえ
ながら，前向きに自己の
将来を設定する。

【役割把握・認識能力】
あ生活・仕事上の多様な役割
や意義及びその関連等を理解
し，自己の果たすべき役割等
につての認識を深めていく能
力。　　あ

【計画実行能力】
あ目標とすべき将来の生き方
や進路を考え，それを実現す
るための進路計画を立て，実
際の選択行動で実行していく
能力。

・家の手伝いや割り当てられた仕
　事・役割の必要性がわかる。

・作業の準備や片付けの大切さが
　わかる。

・互いの役割やその必要性がわか
　る。

・将来の夢や希望をもつ。

・世の中には色々な職業があり，
　みんなの生活を支えていること
　に気づく。

・将来について希望をもち，そのた
　めに今しなくてはならないことを
　考えることができる。

や
り
ぬ
こ
う

意
思
決
定
能
力

自らの意思と責任でよ
りよい選択・決定を行うと
ともに，その過程での課
題や葛藤に積極的に取
り組み克服する。

【選択能力】
あ様々な選択肢について比較
検討したり，葛藤を克服したり
して，主体的に判断し，自らに
ふさわしい選択・決定を行って
いく能力。

【課題解決能力】
あ意思決定に伴う責任を受け
入れ，選択結果に適応すると
共に，希望する進路の実現に
向け，自らの課題を設定して
その解決に取り組む能力。

・自分の好きなもの，大切なものを
　もつ。
・してよい事と，してはいけない事
　があることがわかる。

・目あてをもって自分のことや手伝
　いを行おうとする。

・自分のやりたいこと，よいと思うこ
　となどを考えて進んで取り組む。

・自分の仕事に対して責任をもち，
　最後までやり通そうとする。
・自分の力で，課題を解決しようと
　努力する。

・よりよい実践のための話し合い
　や活動ができる。

・自分の仕事に対して責任をもち，
　見つけた課題を自分の力で解決
　する。
・よりよい生活や学習，生き方など
　を目指して，自ら課題を見出して
　いくことの大切さを知る。

佐倉学 道徳
運動会
音楽壮行会
陸上壮行会
草ぶえの丘体験学習
志津っ子フェスティバル
ゆめ・仕事ぴったり体験

志津っ子フェスティバル
運動会
緑の羽根・赤い羽根 　あ
ああああ　　　募金活動
修学旅行
入学式・卒業式
各儀式的行事
ピア・サポート

教
　
　
　
　
科
　
　
　
　
学
　
　
　
　
習

たてわり活動
クラブ活動
委員会活動
係・当番活動
集団登下校
運動会
国際理解教育
ゆめ・仕事ぴったり体験
ピア・サポート

校外学習
佐倉学※１
総合的な学習
パソコン学習
ゆめ・仕事ぴったり体験

本校における
主な活動場面

　　　領　　　　　域

重点目標
①自己及び他者への積極的関心の形成・発展　　②身の回りの仕事への関心・意欲の向上
③夢や希望の自己イメージの確立　　　　    　　    ④勤労を重んじ目標に向かって努力する態度の形成

キャリア発達を促すために育成される具体的な能力・態度

キャリア発達に関わる諸能力

(

）

(

）

(
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